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三
浦
参
玄
洞
の
思
想

全
国
水
平
社
の
創
立
と
真
宗
信
仰
の
視
点
か
ら

要
　
　
約

浅
尾
　
篤
哉

全
国
水
平
社
の
創
立
に
参
画
し
た
人
び
と
に
影
響
を
与
え
た
三
浦
参
玄
洞
の
思
想
を
、
真
宗
信
仰
と
マ
ル
ク
ス
主
義
を
糸
口
に
考
察
し
た
。
三
浦
の
中
で
終

始
二
貫
し
て
い
た
の
は
既
成
教
団
へ
の
批
判
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
実
践
を
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
実
践
が
必
要
な
の
か
十
分
な
説
明
は
な
か
っ

た
。
一
方
、
日
中
戦
争
に
お
い
て
「
東
洋
平
和
」
　
の
た
め
に
勝
利
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
こ
に
は
、
本
格
的
な
親
鸞
理
解
に
は
い
た
ら
ず
、
国
家
神
道
を

信
仰
の
上
で
批
判
で
き
な
い
、
真
諦
＝
仏
教
、
俗
諦
1
－
「
東
亜
共
同
体
」
建
設
、
と
す
る
真
俗
二
諦
と
し
て
の
真
宗
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

は
じ
め
に

部
落
解
放
の
自
主
的
な
運
動
体
で
あ
る
全
国
水
平
社
の
創
立
に

参
画
し
、
「
日
本
の
人
権
宣
言
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
水
平
社
宣
言

を
起
草
し
た
西
光
万
苦
の
思
想
的
背
景
の
一
つ
に
親
鸞
の
思
想
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
西
光
に
思
想
的
影

響
を
与
え
、
水
平
社
の
創
立
に
参
画
し
た
他
の
人
々
を
も
支
援
し

た
の
が
三
浦
参
玄
洞
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
三
浦
が
如
何
に
支
援
し
た
の
か
を
見
、
さ
ら
に
三

浦
の
思
想
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
水
平
運

動
に
期
待
し
た
も
の
は
何
か
を
検
討
し
た
い
。

次
に
、
水
平
社
創
立
当
初
か
ら
、
水
平
運
動
に
宗
教
的
影
響
が

存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
か
ら
の
批
判
が
見
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ら
れ
た
が
、
そ
の
批
判
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
水
平
運
動
に
親
鸞

の
思
想
は
不
必
要
で
あ
っ
た
の
か
否
か
を
検
討
し
た
い
。

最
後
に
、
三
浦
が
な
ぜ
親
鸞
の
思
想
を
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
そ
れ
は
、
彼
が
国
家
神
道
と
如
何
に
対
峠
し
た
の
か
を
検
討

す
る
な
か
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

三
浦
参
玄
洞
は
、
一
八
八
四
年
一
二
月
二
五
日
、
自
作
農
の
大

西
政
吉
・
キ
ミ
の
次
男
と
し
て
奈
良
県
宇
陀
郡
政
治
村
大
字
藤
井

（
現
・
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
藤
井
）
　
に
生
ま
れ
た
　
（
水
平
社
博
物
館
文

書
）
。
名
は
幾
造
、
参
玄
洞
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
法
名
が
大
我
で

あ
る
。
母
の
キ
ミ
は
仏
教
の
信
仰
篤
く
、
幾
造
が
一
五
歳
の
時
に

仏
教
を
学
ば
せ
よ
う
と
、
現
・
奈
良
県
橿
原
市
今
井
町
に
あ
る
今

井
数
枚
（
西
本
願
寺
経
営
の
学
校
）
　
に
入
校
さ
せ
る
が
、
部
落
差

別
を
当
然
と
す
る
教
師
と
対
立
し
退
学
し
た
　
（
松
根
鷹
連
載
「
近

代
傑
僧
伝
　
参
玄
洞
二
二
浦
大
我
」
　
『
仏
教
新
聞
』
一
九
八
〇
年
三
月

二
八
日
付
）
。
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学
に
入
学
す
る
が
一
年
次
に

ス
ト
ラ
イ
キ
に
加
わ
り
退
学
し
た
。
学
籍
簿
に
は
「
授
業
料
未
納

故
退
学
」
と
あ
る
よ
う
だ
　
（
宮
橋
囲
臣
『
至
局
の
人
西
光
万
苦
』
人

文
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
そ
の
後
、
一
度
郷
里
に
戻
っ
た
の
か
ど

う
か
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
で
本
願
寺
の
経
営
す
る
学
校
で
梅
原

真
隆
や
桧
原
致
還
ら
と
共
に
学
ん
だ
（
『
中
外
日
報
』
（
以
下
『
中
外
』

と
略
す
）
一
九
二
八
年
七
月
二
六
日
付
「
編
集
日
誌
」
）
。

幾
造
は
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
六
年
に
、
奈
良
県
室
生
村
西

谷
に
あ
る
方
行
寺
で
一
年
間
修
行
を
積
み
、
翌
年
得
度
、
以
後
「
大

我
」
と
号
す
る
よ
う
に
な
る
（
三
浦
参
玄
洞
『
人
生
断
層
』
東
学
社
、

一
九
三
四
年
）
。

一
九
〇
七
年
四
月
に
は
仏
教
大
学
　
（
現
・
龍
谷
大
学
）
　
に
入
学

す
る
が
、
半
年
後
の
一
〇
月
に
退
学
、
同
年
一
一
月
、
奈
良
県
接

上
村
相
原
中
方
に
あ
る
誓
願
寺
の
総
枝
と
結
婚
し
て
三
浦
大
我
と

な
っ
た
　
（
水
平
社
博
物
館
文
書
）
。
誓
願
寺
は
西
光
万
苦
の
い
た
相

原
北
方
の
西
光
寺
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
寺
で
あ
る
。

三
浦
は
、
西
光
万
苦
ら
の
結
成
し
た
相
原
青
年
共
和
団
の
結
成

式
に
も
招
待
さ
れ
た
り
、
誓
願
寺
境
内
の
一
角
で
売
店
を
開
業
す

る
な
ど
、
西
光
ら
と
共
に
「
消
費
組
合
」
運
動
を
行
っ
て
い
た
よ

、
つ
だ
。一

九
二
一
年
、
『
中
外
』
　
の
社
外
記
者
と
し
て
、
大
阪
で
単
身

生
活
を
始
め
る
　
（
正
式
な
社
員
と
な
っ
た
の
は
同
年
六
月
。
『
中
外
』

一
九
二
一
年
六
月
二
二
日
付
記
事
）
。
一
九
二
七
年
八
月
に
は
誓
願

寺
を
出
て
家
族
と
共
に
大
阪
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。
寺
を
出

た
理
由
は
、
地
主
で
あ
っ
た
檀
家
総
代
と
の
対
立
に
よ
る
。
一
九

二
五
年
ご
ろ
か
ら
三
浦
は
、
阪
本
清
一
郎
ら
と
農
生
会
と
い
う
「
批

判
団
体
　
（
決
し
て
協
調
団
体
で
な
い
）
　
を
掃
へ
て
自
村
の
小
作
争

議
に
当
っ
」
　
て
い
た
　
（
三
浦
参
玄
洞
「
寺
を
出
る
ま
で
H
」
『
中
外
』

一
九
二
七
年
九
月
一
人
目
付
）
。

小
作
人
の
側
に
立
つ
三
浦
は
、
檀
家
総
代
か
ら
態
度
表
明
を
要
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求
さ
れ
、
「
×
×
寺
住
職
と
し
て
私
は
あ
な
た
に
お
話
す
る
。
葬

式
や
法
要
参
り
だ
け
し
て
大
人
し
く
世
間
の
こ
と
を
関
は
ら
な
か

っ
た
ら
、
あ
な
た
方
に
は
都
合
が
よ
か
ろ
う
が
、
私
は
そ
れ
だ
け

で
は
坊
主
の
所
作
で
な
い
と
思
ふ
。
寧
ろ
私
は
、
生
々
し
い
現
実

問
題
に
参
徹
し
て
行
っ
て
、
人
間
生
活
の
真
実
味
を
獲
得
し
同
時

に
社
会
正
義
の
勝
利
を
計
る
こ
そ
、
私
共
坊
主
の
任
務
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
　
（
同
上
「
寺
を
出
る
ま
で
0
」
『
中
外
』
九
月
二
〇
日

付）。そ
れ
よ
り
先
、
一
九
二
一
年
前
半
ご
ろ
ま
で
、
自
殺
願
望
の
強

か
っ
た
西
光
万
苦
を
三
浦
は
励
ま
し
た
。
ま
た
、
水
平
社
創
立
の

準
備
が
始
ま
る
と
、
青
年
た
ち
の
参
加
に
反
対
す
る
親
た
ち
を
説

得
し
た
。
水
平
社
創
立
趣
意
書
も
三
浦
の
仲
介
で
印
刷
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
印
刷
が
出
来
あ
が
っ
て
後
、
水
平
社
創
立
の
趣
旨
を
述

べ
た
「
一
枚
刷
」
を
添
付
し
た
が
、
そ
れ
に
も
一
役
か
う
こ
と
に

な
る
。三

浦
は
、
水
平
運
動
に
直
接
加
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
『
中

外
』
　
紙
上
で
支
援
の
論
陣
を
張
っ
た
。
ま
た
、
既
成
教
団
へ
の
批

判
は
一
貫
し
て
い
た
が
、
決
し
て
仏
教
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
の
論
争
で
三
浦
の
そ
の
主
張
は
よ

り
明
確
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
三
浦
が
　
『
中
外
』
　
の
記
者
と
な
っ

た
一
九
二
一
年
か
ら
、
退
社
す
る
一
九
四
五
年
四
月
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
三
浦
の
西
光
万
吉
に
与
え
た
思
想
的
影
響

水
平
社
結
成
に
参
画
し
た
阪
本
清
一
郎
が
三
浦
と
親
し
く
な
っ

た
の
は
、
一
九
一
三
年
の
春
、
柏
原
青
年
共
和
団
を
創
設
、
そ
の

発
会
式
で
の
三
浦
の
祝
詞
が
機
縁
と
な
っ
た
。
阪
本
は
　
「
氏
は
そ

の
中
で
　
『
若
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
が
つ
く
ら
れ
る
。

そ
れ
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
〝
静
的
革
命
″
と
　
ク
動
的
革
命
″

が
あ
る
』
　
と
、
す
こ
ぶ
る
革
新
的
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
吾
々
青
年

は
殊
の
外
感
激
を
う
け
た
」
　
（
阪
本
清
一
郎
「
水
平
社
結
成
の
協
力

者
三
浦
、
荒
木
氏
を
偲
ぶ
」
　
『
荊
冠
の
友
』
　
第
四
四
号
、
一
九
七
〇
年

二
月
号
）
　
と
述
べ
て
い
る
。
阪
本
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
三
浦
が
活

動
の
舞
台
を
　
『
中
外
』
　
に
移
し
て
か
ら
も
交
友
は
変
わ
ら
ず
、
京

都
の
中
外
日
報
社
で
は
編
集
長
の
荒
木
素
風
を
は
じ
め
若
い
記
者

た
ち
と
も
親
し
く
な
り
、
「
こ
れ
ら
の
人
た
ち
と
は
、
い
つ
も
仏
教
、

と
く
に
ク
真
宗
教
団
″
と
部
落
の
問
題
に
つ
い
て
よ
く
話
合
っ
た
。

当
時
、
私
た
ち
は
す
で
に
水
平
運
動
を
起
す
準
備
を
し
て
い
た
の

で
、
真
宗
教
団
の
あ
り
方
が
、
部
落
民
の
自
覚
を
抑
え
、
そ
の
解

放
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
が
、
三
浦
・
荒
木
民

ら
に
よ
っ
て
、
理
論
的
に
も
行
動
面
で
も
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

多
大
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
　
（
同
上
）
。

西
光
万
苦
自
身
も
回
想
で
、
「
被
差
別
部
落
民
の
自
主
的
解
放
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運
動
と
し
て
水
平
社
が
で
き
た
の
は
大
正
十
一
年
三
月
の
こ
と
で

し
た
。
そ
の
頃
、
西
本
願
寺
の
末
寺
生
ま
れ
で
僧
籍
も
あ
っ
た
私

を
力
づ
け
て
下
さ
っ
た
被
差
別
部
落
民
で
な
い
僧
た
ち
の
な
か
で

も
中
外
日
報
の
荒
木
薫
風
氏
や
三
浦
参
玄
洞
氏
、
親
鷲
研
究
の
梅

原
真
隆
氏
に
は
こ
と
の
ほ
か
、
目
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
（
西
光
万
苦
「
黒
衣
同
盟
の
思
い
出
」
『
別
冊
あ
そ
か
』

一
九
六
人
年
七
月
）
。

水
平
社
結
成
以
前
の
三
浦
の
西
光
万
苦
と
の
関
わ
り
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
消
費
組
合
運
動
で
挫
折
し
た
西
光
を
懸
命
に
支
援
し

た
こ
と
で
あ
る
。

水
平
運
動
の
興
る
前
一
二
年
被
れ
は
唯
死
が
あ
っ
た
、
死
を
考
へ

る
こ
と
、
た
ゞ
そ
れ
だ
け
に
彼
の
日
々
の
慰
安
を
求
め
た
（
中
略
）

「
生
れ
て
来
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
悪
い
ん
で
す
。
死
こ
そ
は
最

高
相
の
文
化
で
す
。
地
上
に
於
て
私
共
は
果
し
て
何
を
求
め
、
何

を
望
み
得
ま
せ
う
、
一
切
は
欺
瞞
で
す
。
不
正
で
す
。
不
義
で
す
」

と
彼
は
口
を
極
め
て
罵
っ
た
。
（
三
浦
参
玄
洞
「
涙
の
谷
を
出
で
ゝ
」

『
左
翼
戟
線
と
宗
教
』
大
風
閣
書
房
、
一
九
三
〇
年
）

三
浦
は
こ
う
し
た
西
光
の
主
張
に
対
し
、

君
が
考
え
る
こ
と
を
知
っ
た
瞬
間
か
ら
今
日
ま
で
の
存
在
を
悉
く

意
識
し
て
作
為
し
て
来
た
か
、
其
間
に
意
識
以
上
の
意
識
に
よ
っ

て
選
ぶ
べ
く
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
は
一
つ
も
な
か
っ
た
か
、
若

し
一
つ
で
も
是
あ
り
と
す
れ
ば
君
の
出
生
が
単
純
な
頭
脳
で
定
義

さ
る
べ
く
あ
ま
り
に
神
秘
で
あ
る
こ
と
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

僕
は
し
ら
ぬ
、
知
ら
ぬ
が
信
ず
る
。
出
生
は
決
し
て
偶
然
の
所
産

で
な
く
或
大
き
な
意
識
に
よ
っ
て
自
ら
選
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と

を
。
（
「
最
高
相
の
文
化
㈲
」
『
中
外
』
一
九
二
一
年
二
月
九
日
付
）

と
言
っ
た
と
い
う
。
三
浦
は
、
人
間
に
は
不
必
要
な
存
在
は
な
く
、

人
間
の
命
の
尊
厳
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
、
水
平
社
の
創
立
趣
意
書
が
配
布
さ
れ
て
か
ら
も
西
光

ら
の
苦
難
は
尽
き
な
い
。
そ
の
事
情
を
三
浦
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

次
で
襲
ひ
か
ゝ
つ
た
受
難
は
三
君
の
親
連
が
ど
う
し
て
も
此
運
動

に
着
手
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
お
前
等
は

や
が
て
監
獄
行
き
ぢ
や
。
親
兄
弟
に
背
い
て
ま
で
そ
ん
な
こ
と
を

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
法
が
あ
る
か
？
」
と
い
ふ
手
強
い
反
対
が
日
夜

諸
君
を
苦
し
め
た
。
私
は
当
時
諸
君
の
親
達
に
僅
か
な
が
ら
解
放

の
原
則
を
説
い
て
了
解
し
て
貰
う
た
こ
と
を
記
憶
し
て
居
る
が
、

諸
君
自
身
に
於
て
も
元
よ
り
こ
ん
な
こ
と
で
折
角
の
決
意
を
翻
す

意
志
は
毛
頭
持
た
な
か
つ
た
。
「
吾
々
の
運
命
は
生
き
ね
ば
な
ら

ぬ
運
命
だ
。
親
鷲
の
弟
子
た
る
宗
教
家
？
　
に
よ
つ
て
誤
ら
れ
た

る
運
命
の
凝
視
、
あ
る
ひ
は
諦
観
は
吾
々
親
鸞
の
同
行
に
よ
つ
て

正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
　
の
信
条
の
前
に
は
遂
に
諸
君
の
親
達
も

黙
認
を
守
る
他
に
途
が
な
か
っ
た
。
「
水
平
運
動
の
思
出
」
　
（
前
掲

『
左
翼
戦
線
と
宗
教
』
）
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さ
ら
に
三
浦
は
、
熟
を
こ
め
て
親
達
に
語
っ
た
。

・
穣
多
が
仮
令
華
族
の
名
称
に
変
は
つ
て
も
、
世
間
の
蔑
視
が
変
ら

な
か
っ
た
ら
帰
す
る
所
は
同
一
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
御
目
出
度

い
に
も
程
が
あ
る
と
い
ふ
も
の
で
す
。
若
い
人
連
は
、
決
し
て
そ

ん
な
悲
惨
な
滑
稽
を
繰
返
そ
う
と
い
ふ
野
暮
な
精
神
を
も
つ
て
居

ま
せ
ぬ
。
否
寧
ろ
日
本
の
民
族
史
に
そ
う
し
た
虐
過
さ
れ
た
階
級

が
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
光
栄
あ
る
後
日
の
歴
史
を
飾
ら
ん
が
為

に
、
取
残
し
て
お
き
た
い
位
に
考
へ
て
居
ま
す
。
臭
い
も
の
に
蓋

を
す
る
の
が
あ
な
た
方
の
過
去
の
運
動
で
あ
っ
た
ら
、
今
の
若
い

人
達
の
は
臭
い
も
の
ゝ
存
在
を
そ
の
ま
ま
人
間
的
自
覚
の
化
学
液

に
よ
つ
て
浄
化
し
や
う
と
い
ふ
運
動
な
の
で
す
。
（
「
あ
る
夜
旧
」

『
中
外
』
一
九
二
二
年
二
月
五
日
付
）

私
は
、
三
浦
の
語
っ
た
こ
れ
ま
で
の
内
容
が
、
水
平
社
宣
言
の

精
神
で
あ
る
、
人
間
は
尊
敬
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
や
人
間
の

平
等
の
主
張
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。
宣
言
を
起
草

し
た
と
い
わ
れ
る
西
光
を
支
え
励
ま
し
た
の
が
、
三
浦
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
西
光
へ
の
思
想
的
影
響
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
　
水
平
社
創
立
前
後
の
三
浦
の
真
宗
信
仰

さ
て
、
こ
こ
で
水
平
社
創
立
以
前
に
お
け
る
三
浦
の
真
宗
信
仰

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
三
浦
は
、
大
和
同
志
会
機
関
紙
『
明
治

之
光
』
　
（
一
九
一
六
年
五
月
号
）
　
掲
載
の
「
貫
目
あ
る
生
活
」
　
に
お

い
て
人
間
の
死
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

此
御
仏
は
此
世
か
ら
来
世
に
か
け
て
私
の
生
涯
を
幸
福
に
導
い
て

下
さ
る
救
ひ
の
主
で
あ
る
事
を
も
同
時
に
信
じ
さ
せ
て
頂
い
た
の

で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
　
此
世
五
十
年
は
感
謝
と
斬
心
悦
の
中
に
幸

福
に
し
て
、
然
も
貫
目
あ
る
生
活
を
さ
せ
て
頂
き
、
来
世
は
必
ず

光
明
界
裡
に
往
生
さ
せ
て
頂
く
事
を
確
信
し
て
疑
は
ぬ
の
で
あ
り

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
世
で
の
幸
福
を
得
、
来
世
で
の
往
生
を
得
る
た

め
に
信
仰
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
最
後
に
、
社
会
主
義
思
想
に
も
ふ
れ
、

諸
君
！
　
今
の
時
世
に
個
人
主
義
の
接
尾
す
る
の
も
、
我
利
々
々

亡
者
の
現
は
れ
る
の
も
、
乃
至
社
会
共
産
党
の
生
れ
る
の
も
、
普

個
人
が
「
見
ざ
る
に
恐
れ
る
心
」
が
な
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ

か
。
即
ち
、
無
信
仰
は
広
い
意
味
に
於
け
る
危
険
思
想
で
、
個
人

を
過
ち
国
家
を
害
す
る
源
泉
で
あ
り
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
三
浦
は
、
社
会
主
義
思
想
を
「
危

険
思
想
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
浦
の
思
想
形
成
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
は
、

当
時
の
社
会
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
米
騒
動

が
起
こ
り
、
世
界
的
に
は
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
ら
が
水
平
社
の
創
立
と
は
無
縁
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
の
と
こ
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ろ
で
あ
る
。

一
方
、
一
九
一
人
年
に
起
こ
っ
た
米
騒
動
へ
の
部
落
大
衆
の
参

加
は
、
部
落
上
層
及
び
行
政
当
局
を
驚
博
さ
せ
、
知
事
、
矯
風
会

委
員
長
を
交
え
た
部
落
改
善
協
議
会
に
お
い
て
は
、
本
派
本
願
寺

に
対
し
布
教
の
努
力
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
中
心
は
、

「
暴
動
事
件
二
処
ス
ル
善
後
策
ト
シ
テ
其
原
因
ヲ
精
査
シ
美
俗
二

諦
ノ
教
義
ヲ
徹
底
的
二
普
及
セ
シ
ム
ル
事
」
　
で
あ
っ
た
　
（
「
部
落

改
善
二
関
シ
本
派
本
願
寺
へ
交
渉
顛
末
」
　
『
奈
良
県
同
和
事
業
史
』
一

九
七
〇
年
）
。

こ
こ
で
い
う
「
真
俗
二
諦
」
と
は
真
宗
信
仰
の
変
質
の
結
果
、

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
で
は
権
力
に
従
順
で

あ
れ
と
し
、
い
わ
ゆ
る
信
仰
は
死
後
の
救
い
に
の
み
関
わ
る
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
蓮
如
に
端
を
発
し
、
そ
の
後
の
教
団
に
よ
っ
て
、

封
建
制
下
で
定
式
化
さ
れ
、
「
正
統
」
と
し
て
前
面
に
打
ち
出
さ

れ
た
の
が
幕
末
維
新
期
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
一
九
二
一
年
四
月
付
の
三
浦
の
　
『
中
外
』
　
記
事
は
、
彼

の
思
想
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。

憲
政
が
逆
転
す
る
。
偶
像
が
跳
梁
す
る
。
ま
こ
と
に
忌
々
し
い
限

り
で
あ
る
が
、
悲
し
い
事
に
は
民
衆
は
ま
だ
ま
だ
眠
つ
て
居
る
。

出
来
る
丈
け
俺
を
ゆ
す
ぶ
ら
な
い
で
お
く
れ
。
門
徒
は
何
も
知
ら

ぬ
の
だ
か
ら
。
ま
だ
ま
だ
御
門
跡
様
が
難
有
い
の
だ
か
ら
。

三
浦
の
教
団
へ
の
批
判
は
続
く
。

万
一
、
万
々
一
、
私
等
の
、
此
更
新
運
動
が
何
等
の
反
響
も
な
し

に
終
っ
た
時
、
あ
な
た
の
所
謂
可
憐
な
門
信
徒
は
果
し
て
ど
う
な

り
ま
す
？
　
可
憐
な
門
信
徒
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
可
憐
な
旧
態
を

持
続
し
て
は
居
ま
せ
ぬ
。
悪
魔
の
跳
梁
す
る
時
彼
等
は
ド
シ
ド
シ

本
寺
を
離
る
ゝ
事
に
躊
躇
し
ま
す
ま
い
。
そ
れ
は
ま
だ
よ
い
事
と

し
て
彼
等
は
遂
に
祖
聖
か
ら
ま
で
離
れ
や
う
と
す
る
日
が
来
ま
せ

う
。
（
『
中
外
』
一
九
二
一
年
六
月
一
日
付
）

こ
こ
で
三
浦
は
、
宗
教
や
親
鸞
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
変
質
し
た
教
団
に
対
し
て
批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
三
浦
の
真
宗
信
仰
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

彼
の
語
る
と
こ
ろ
を
み
よ
う
。

あ
な
た
方
は
御
開
山
の
御
門
徒
と
し
て
、
仮
の
世
の
事
に
髄
鮭
す

る
の
は
お
恥
か
し
い
事
だ
、
御
勿
体
な
い
こ
と
だ
、
い
づ
れ
は
お

浄
土
に
参
っ
た
ら
一
列
平
等
の
証
り
が
開
か
れ
る
の
ぢ
や
も
の

…
‥
・
と
云
っ
た
風
な
一
面
の
み
を
眺
め
て
彼
の
御
同
朋
御
同
行
と

仰
せ
ら
れ
た
人
間
的
自
覚
に
生
く
る
一
面
を
見
落
し
て
御
座
る
の

ぢ
や
な
い
で
す
か
。
苛
も
末
は
御
浄
土
で
同
一
味
の
証
り
を
開
く

事
を
信
楽
す
る
位
の
道
連
れ
が
、
不
合
理
な
差
別
観
念
に
よ
つ
て

同
朋
を
虐
げ
て
居
る
と
い
ふ
や
う
な
む
ご
た
ら
し
い
事
を
平
気
で

見
逃
し
て
お
く
の
は
、
第
一
あ
な
た
方
の
信
仰
そ
の
も
の
を
も
正

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
柄
だ
と
思
ひ
ま
す
。
お
浄
土
に
参
る
信
仰
が
現

実
に
働
き
出
し
た
と
き
、
他
人
の
不
合
理
を
認
容
す
る
と
い
ふ
や
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う
な
極
め
て
親
切
で
な
い
態
度
が
と
れ
や
う
筈
が
な
い
と
思
ひ
ま

．
す
。
出
来
て
も
出
来
な
く
と
も
お
浄
土
に
参
る
に
ふ
さ
は
し
い
道

連
れ
を
地
上
に
拝
へ
る
と
い
う
事
に
骨
を
折
ら
ず
に
は
居
れ
な
く

な
つ
た
時
始
め
て
親
鸞
上
人
の
お
心
持
ち
に
同
す
る
事
が
出
来
る

や
う
に
私
は
考
へ
ら
れ
ま
す
（
『
中
外
』
一
九
二
二
年
二
月
七
日
付
）

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
信
仰
を
得
な
が
ら
、

現
実
の
差
別
に
対
し
て
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
、
「
御
同
朋
御
同

行
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
人
間
的
自
覚
の
上
に
立
っ
て
生
き
る

こ
と
に
反
し
、
現
実
に
存
在
す
る
不
合
理
な
差
別
を
平
気
で
見
逃

し
て
お
く
こ
と
に
な
る
。
信
仰
を
得
た
な
ら
ば
現
実
に
お
い
て
人

間
の
平
等
の
た
め
に
動
き
出
す
こ
と
が
、
宗
祖
親
鸞
と
心
を
同
じ

く
す
る
こ
と
だ
と
考
え
た
。

こ
う
し
た
信
仰
は
、
初
期
水
平
運
動
に
お
い
て
、
西
光
万
苦
に

も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

西
光
が
親
鸞
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
、
そ
れ
を
知

る
上
で
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
彼
の
　
「
業
報
に
喘
ぐ
も
の
－
大
谷

尊
由
氏
の
所
論
に
つ
い
て
、
特
に
水
平
運
動
の
誤
解
者
へ
」
と
い

う
論
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
と
一
二

月
に
　
『
中
外
』
　
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
真
宗
本
願
寺
派
官
長
代

理
の
大
谷
尊
由
の
　
「
自
然
に
成
り
立
て
る
差
別
は
差
別
と
し
て
、

そ
の
上
に
人
類
平
等
の
理
想
を
実
現
し
や
う
」
と
か
「
聖
人
の
同

朋
主
義
の
価
値
は
、
こ
れ
を
法
悦
生
活
の
上
に
体
験
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
社
会
改
造
の
基
調
な
ど
に
引
き
つ
け
る
に
は
あ
ま
り
に
も

た
っ
と
す
ぎ
る
」
と
い
う
主
張
を
批
判
す
る
形
で
展
開
さ
れ
る
。

こ
の
大
谷
の
主
張
は
、
水
平
運
動
に
も
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
西
光
万
苦
が
反
批
判
し
て
当
然
で
あ
り
、
そ
こ
に
三
浦
と
同

じ
立
場
が
見
出
せ
る
の
で
少
し
述
べ
て
み
た
い
。

西
光
は
、
親
鸞
の
業
報
観
を
彼
な
り
に
理
解
し
、
「
わ
れ
わ
れ

の
運
命
は
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
だ
。
親
鸞
の
弟
子
な
る
宗
教

家
？
に
よ
っ
て
誤
ら
れ
た
る
運
命
の
凝
視
、
あ
る
い
は
諦
観
は
、

わ
れ
わ
れ
親
鷲
の
同
行
に
よ
っ
て
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
（
「
業
報
に
喘
ぐ
も
の
」
『
西
光
万
苦
著
作
集
』
一
巻
、
添
書
房
、

一
九
七
一
年
）
。
そ
れ
は
、
部
落
差
別
を
如
何
と
も
し
が
た
い
「
業

報
」
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
前
世
で
の
行
い
が
悪
か
っ
た
か
ら
、

そ
の
報
い
と
し
て
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら
あ
き
ら
め

ね
ば
な
ら
ぬ
、
来
世
の
幸
福
の
た
め
に
は
こ
の
世
の
行
い
が
重
要

で
あ
り
、
信
仰
せ
よ
、
と
説
く
よ
う
な
誤
っ
た
「
運
命
の
凝
視
」

あ
る
い
は
諦
観
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
の

で
あ
る
。

西
光
は
、
差
別
を
容
認
し
、
信
仰
は
そ
れ
と
は
無
縁
と
す
る
大

谷
尊
由
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
一
般
的
な
「
親
鸞
」
理
解
に
反
対

し
、
己
に
与
え
ら
れ
た
運
命
は
「
業
報
」
と
し
て
受
け
止
め
、
．
そ

の
上
で
「
業
報
」
を
打
破
し
克
服
す
る
こ
と
の
う
ち
に
親
鸞
の
思

想
　
（
宗
教
）
　
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

部落解放研究NG1632005．4



48

「
欣
求
浄
土
か
ら
厭
離
稜
土
へ
の
還
相
廻
向
」
す
な
わ
ち
、
浄

土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
信
仰
を
確
立
し
、
そ
こ
で
も

た
ら
さ
れ
る
新
た
な
主
体
は
、
矛
盾
に
満
ち
た
こ
の
世
　
（
穣
土
）

を
厭
い
、
真
実
を
成
就
す
る
と
い
う
実
践
を
呼
び
起
こ
さ
ず
に
は

お
か
な
い
。
西
光
は
そ
れ
を
、
「
い
わ
ゆ
る
必
然
の
王
国
よ
り
自

由
の
王
国
へ
躍
進
」
と
言
い
、
「
因
果
的
必
然
は
私
を
し
て
水
平

運
動
に
参
加
せ
し
め
た
」
、
「
大
悲
は
私
に
な
さ
せ
て
く
れ
た
　
－

私
に
さ
せ
て
く
れ
た
　
－
　
そ
こ
に
私
の
喜
び
が
あ
り
、
感
謝
が
あ

る
」
と
も
言
っ
て
い
る
　
（
同
上
）
。
信
仰
を
持
つ
が
故
に
、
西
光

は
そ
の
必
然
の
結
果
と
し
て
水
平
運
動
に
参
画
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
西
光
は
、
「
私
は
宗
教
家
と
闘
い
は
し
な
い
。
宗
教
家
を
求

め
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
言
い
、
「
ど
う
し
て
マ
ル
ク
ス
と
親
鸞

が
お
た
が
い
に
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
イ
ク
を
振
り
上
げ
て
切
り
合
わ
ね

ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
も
述
べ
て
い
る
　
（
同
上
）
。

因
み
に
、
大
谷
尊
由
は
、
一
九
三
二
年
二
月
『
親
鷲
聖
人
』
　
と

い
う
著
書
を
発
行
し
た
が
、
そ
の
著
書
の
付
録
と
し
て
、
西
光
が

批
判
し
た
「
親
鷲
聖
人
の
正
し
い
見
方
」
を
そ
の
ま
ま
再
録
し
て

お
り
、
水
平
社
や
西
光
ら
の
批
判
が
通
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
　
水
平
運
動
に
お
け
る
三
浦
の
思
想

水
平
社
は
、
創
立
当
初
か
ら
社
会
主
義
の
側
よ
り
大
き
な
期
待

を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
水
平
運
動
が
社
会
主
義
運
動

の
戟
列
に
加
わ
る
こ
と
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
水

平
運
動
へ
の
批
判
と
い
う
形
も
と
っ
た
。
三
浦
は
、
第
二
回
全
国

水
平
社
大
会
の
後
、
水
平
社
の
運
動
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
す
る
。

先
ず
、
頻
発
す
る
水
平
社
の
糾
弾
に
関
し
て
、
「
是
自
ら
謄
す
る

も
の
な
り
、
彼
我
の
溝
渠
を
よ
り
深
く
す
る
も
の
な
り
、
而
し
て

其
結
果
は
彼
等
の
主
張
そ
の
も
の
を
自
ら
裏
切
る
に
至
る
」
と
い

う
よ
う
な
論
者
に
対
し
て
、

水
平
社
の
運
動
は
、
最
初
か
ら
目
的
を
定
め
て
立
っ
た
も
の
で
も

な
け
れ
ば
結
果
を
予
想
し
て
始
め
た
も
の
で
も
な
い
。
否
そ
ん
な

余
裕
や
ゆ
と
り
が
な
い
程
に
切
迫
し
た
内
外
の
事
実
に
激
発
さ
れ

て
生
起
し
た
生
命
の
団
体
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
「
水
平
社
の
運
動
に
就
て
0
」
　
『
中
外
』
一
九
二
三
年
三
月
三
〇

日
付
）

と
、
自
ら
を
省
み
る
こ
と
を
せ
ず
水
平
運
動
に
差
別
の
原
因
を
求

め
る
論
理
を
、
一
蹴
し
た
。

次
に
、
水
平
社
が
「
諸
多
の
無
産
者
階
級
か
ら
多
大
な
称
賛
と

同
情
と
を
博
し
っ
つ
あ
る
」
　
こ
と
、
「
そ
し
て
其
運
動
者
達
か
ら

は
欽
羨
の
眼
を
も
っ
て
其
前
途
を
見
ら
れ
て
居
る
」
こ
と
に
つ
い

て
、

無
産
階
級
運
動
は
、
純
然
た
る
経
済
的
若
し
く
は
政
治
的
闘
争
で

あ
る
が
、
水
平
社
運
動
に
は
仮
令
こ
れ
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
第
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二
義
的
な
も
の
で
あ
っ
て
決
し
て
本
来
の
運
動
精
神
の
主
体
で
な

い
こ
と
を
社
会
に
明
示
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
（
「
水
平
社
の
運
動
に

就
て
佃
」
　
『
中
外
』
一
九
二
三
年
四
月
一
日
付
）

と
し
つ
つ
も
、
「
す
べ
て
の
階
級
闘
争
の
共
同
戟
線
に
立
つ
て
新

時
代
の
建
設
に
参
与
す
る
莫
れ
」
と
強
い
る
の
で
は
な
く
、
「
先

づ
自
ら
の
猫
裁
的
威
力
を
十
分
に
養
ふ
て
」
（
同
上
）
お
く
の
は
、

「
折
角
共
同
戦
線
に
立
っ
て
花
々
し
い
功
績
を
挙
げ
た
後
も
尚
依

然
と
し
て
因
襲
的
差
別
観
念
が
残
存
す
る
憂
ひ
が
あ
る
」
　
（
同
上
）

と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
水
平
運
動
に
三
浦
が
求
め
た
も
の
は
、

宗
教
的
運
動
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

第
三
回
全
国
水
平
社
大
会
は
一
九
二
四
年
三
月
三
日
に
開
催
さ

れ
、
そ
の
決
議
の
一
つ
に
、
「
東
西
本
願
寺
に
対
す
る
募
財
拒
絶

の
断
行
を
期
し
、
併
せ
て
解
放
の
精
神
を
麻
痔
せ
し
む
る
が
如
き

一
切
の
教
化
運
動
を
排
す
」
こ
と
が
あ
っ
た
。
三
浦
は
、
こ
の
決

議
を
高
く
評
価
し
た
。
三
浦
は
、
宗
教
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

宗
教
を
生
か
す
た
め
に
こ
そ
既
成
教
団
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

水
平
運
動
に
お
い
て
は
、
一
九
二
三
年
一
一
月
、
全
国
水
平
社

青
年
同
盟
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
創
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
日

本
共
産
党
の
も
と
で
、
水
平
社
が
階
級
闘
争
の
一
翼
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
活
動
し
た
。
三
浦
は
、
こ
の
全
国
水
平
社
青
年
同
盟

と
も
見
解
を
異
に
し
て
い
た
。
三
浦
は
、
徹
底
的
礼
弾
が
「
精
神

的
に
反
動
的
」
な
こ
と
は
十
分
承
知
し
な
が
ら
も
、
こ
こ
に
出
ず

に
は
お
ら
れ
な
い
水
平
社
独
自
の
立
場
を
主
張
し
た
　
（
「
社
会
的

罪
過
と
個
人
的
罪
悪
と
1
水
平
社
青
年
同
盟
の
再
考
を
促
す
」
　
『
中
外
』

一
九
二
五
年
．
一
〇
月
一
日
付
）
。

さ
ら
に
、
三
浦
は
、
自
ら
の
立
場
は
　
「
人
間
礼
賛
」
　
で
あ
り
、

「
人
道
主
義
」
だ
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
運
動
者
の
　
「
人
道

主
義
」
と
い
う
言
葉
へ
の
批
判
に
対
し
て
の
反
論
の
意
味
で
出
し

た
も
の
で
、
「
水
平
運
動
も
社
会
運
動
も
革
命
も
闘
争
も
、
一
切

挙
げ
て
悉
く
『
人
間
礼
賛
』
　
の
為
の
運
動
な
り
革
命
な
り
闘
争
な

り
と
心
得
て
居
る
」
　
（
「
彼
奴
は
人
道
主
義
者
！
？
」
　
『
中
外
』
一
九

二
五
年
二
月
二
九
日
付
）
　
と
反
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
浦
は
、

凡
百
の
社
会
運
動
中
、
斯
運
動
の
み
は
、
深
く
人
間
性
の
原
理
よ

り
出
発
し
て
、
未
来
永
劫
方
向
転
換
の
要
も
な
く
、
又
運
動
そ
の

も
の
の
必
要
が
無
用
に
帰
す
る
ま
で
疲
労
を
感
ぜ
ぬ
も
の
と
信
じ

切
っ
て
来
た
。
而
し
て
此
信
念
は
仮
令
全
国
の
水
平
社
が
悉
く
解

散
し
て
も
恐
ら
く
私
自
身
の
胸
裡
に
永
久
不
変
の
も
の
と
し
て
残

る
。
（
「
水
平
社
同
人
に
告
ぐ
旧
」
『
中
外
』
一
九
二
四
年
九
月
三

日
付
）

と
、
水
平
運
動
が
人
間
性
の
原
理
に
根
ざ
し
た
運
動
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
水
平
運
動
に
対
す
る
期
待
を
表
明
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
水
平
運
動
は
第
五
回
大
会
の
宣
言
を
報

じ
る
　
『
中
外
』
　
の
記
事
の
見
出
し
に
あ
る
よ
う
に
「
宗
教
的
気
分
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を
呪
ふ
」
も
の
と
な
っ
た
。
で
は
、
宗
教
は
運
動
の
主
体
形
成
に

不
必
要
で
あ
る
の
か
否
か
、
次
章
で
考
察
し
た
い
。

四
　
三
浦
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
と
真
宗
信
仰

い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
宗
教
と
の
論
争
は
、
三
木
清
が
一

九
三
〇
年
一
月
一
日
付
『
中
外
』
　
に
、
「
文
芸
七
宗
教
と
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
運
動
」
を
、
さ
ら
に
、
二
月
九
日
付
に
「
如
何
に
宗
教
を

批
判
す
る
か
」
を
発
表
し
、
口
火
が
切
ら
れ
た
。

三
木
は
、
「
文
芸
と
宗
教
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
」
に
お
い
て
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
が
、
文
芸
と
宗
教
と
に
対
し
て
異
な
る
態
度

を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
三
木
は
、
従
来
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
が
、
文
芸
を
現
実
的
な
実
践
的
な
運
動
の
た

め
の
重
要
な
武
器
と
す
る
一
方
、
宗
教
に
つ
い
て
は
否
定
と
消
滅

を
要
求
し
て
い
る
が
、
宗
教
の
宗
教
た
る
特
質
は
、
大
衆
を
捉
え

大
衆
を
動
か
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
大
衆

現
象
を
ま
き
起
こ
す
な
ら
ば
、
宗
教
は
そ
の
特
質
を
回
復
、
継
持

す
る
た
め
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
に
自
己
を
結
び
つ
け
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。
宗
教
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
結
合
を
求
め
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
如
何
に
宗
教
を
批
判
す
る
か
」
に
お
い
て
三
木
は
、

「
宗
教
の
本
質
と
そ
の
現
象
就
中
宗
教
制
度
」
は
区
別
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
は
現
象
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
宗
教
の
本
質
、
『
純
粋
な
』
宗
教
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
は
決
し
て

否
定
」
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
三
日
付
の
　
「
宗
教
闘
争
と
階
級
闘
争
」
　
に
お
い

て
三
木
は
、
宗
教
の
弁
証
法
的
否
定
を
説
く
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義

は
絶
対
的
否
定
を
主
張
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
現
在
の
解
放
運
動

は
単
に
宗
教
に
よ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
階
級
闘
争
の
立
場
か

ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
が
宗
教
と
結
合
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

り
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
と
述
べ
た
。

こ
の
三
木
の
主
張
に
対
し
て
服
部
之
給
は
、
人
類
平
等
の
実
現

に
つ
い
て
、
社
会
主
義
は
此
世
で
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

宗
教
は
そ
れ
を
否
定
し
て
彼
岸
で
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
と
し

た
（
中
外
日
報
東
京
支
局
編
『
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
宗
教
』
大
風
閣
書
房
、

一
九
三
〇
年
）
。

三
浦
は
、
三
木
の
主
張
に
対
し
て
、
「
私
が
今
日
ま
で
思
考
し

主
張
し
且
つ
行
動
し
来
っ
た
と
こ
ろ
の
全
部
が
決
し
て
誤
り
で
な

か
っ
た
」
と
賛
同
し
た
（
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
宗
祖
に
帰
れ
と
は
ユ
同

上
書
所
収
）
。
三
浦
は
、
「
宗
祖
に
帰
れ
」
と
は
、
宗
祖
の
語
録
や

其
他
の
文
章
に
帰
る
こ
と
で
な
く
、
「
当
時
の
社
会
状
態
に
直
面

し
て
か
く
叫
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
『
そ
の
精
神
』
に
帰
る
こ
と
」

で
あ
る
と
し
、
ま
た
三
木
の
い
う
「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
理
論
と
宗
教

の
結
合
は
」
今
後
の
宗
教
家
の
指
導
原
理
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
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し
」
こ
れ
を
外
に
し
て
は
宗
教
が
自
ら
持
つ
使
命
を
現
代
に
お
い

て
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
た
　
（
同
上
）
。

マ
ル
ク
ス
主
義
者
か
ら
は
、
「
宗
教
は
ア
ヘ
ン
で
あ
る
」
と
い

う
批
判
が
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
三
浦
は
、

今
日
で
こ
そ
こ
の
忌
々
し
い
存
在
に
な
り
了
し
て
居
る
宗
教
も
、

そ
の
発
生
期
に
於
て
は
必
ず
し
も
今
日
あ
る
を
期
待
し
た
訳
で
な

く
、
否
寧
ろ
そ
の
理
想
を
彼
等
社
会
主
義
者
と
同
一
郷
に
繋
い
で

ゐ
た
も
の
ゝ
多
か
っ
た
こ
と
を
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
多

く
の
宗
教
界
の
先
達
に
は
時
勢
を
利
用
す
る
随
を
斬
心
ぢ
て
、
自
ら

清
く
持
し
た
為
に
、
そ
の
時
代
の
容
る
ゝ
所
と
な
ら
ず
、
或
は
流

刑
に
、
ま
た
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
た
其
人
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
（
「
社
会
主
義
と
宗
教
」
　
『
中
外
』
一
九
二
二
年
八
月

二
六
日
付
）

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
浦
は
、
既
成
教
団
へ
の
批
判
な

ら
ば
理
解
で
き
よ
う
が
、
十
把
一
か
ら
げ
に
宗
教
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア

文
化
の
産
物
と
即
断
す
る
こ
と
の
誤
り
を
述
べ
た
。
三
浦
に
と
っ

・
て
宗
教
は
、
人
間
の
自
由
と
平
等
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
、
「
個
人
が
真
実
に
眼
醒
め
得
る
過
程
と
し
て
、
現
在
の

資
本
主
義
制
度
が
あ
ま
り
に
邪
魔
を
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
に
極
度
の

反
感
を
抱
く
も
の
で
あ
り
」
、
「
仮
令
共
産
社
会
が
出
現
し
て
も
真

実
に
生
き
ん
と
す
る
個
人
の
自
由
が
束
縛
さ
れ
る
や
う
で
あ
っ
た

ら
飽
迄
闘
ふ
事
を
辞
せ
ぬ
」
　
の
で
あ
り
、
「
死
ん
だ
平
和
　
（
固
定

し
た
階
級
社
会
）
　
よ
り
も
、
生
き
た
闘
争
の
方
が
よ
り
多
く
真
実

を
地
上
に
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
人
は
結
末
を
見
ざ
る

闘
争
そ
の
も
の
を
愛
好
し
た
い
と
思
ふ
」
　
の
で
あ
っ
た
　
（
「
階
級

闘
争
に
就
て
㈹
」
『
中
外
』
一
九
二
二
年
八
月
四
日
付
）
。

ま
た
、
三
浦
に
と
っ
て
、
「
『
生
き
る
』
と
い
ふ
こ
と
の
全
量
が

た
だ
物
質
の
多
寡
如
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
ひ
込
ま

ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
教
養
さ
れ
た
過
去
人
は
実
際
呪
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
」
、
労
働
者
の
賃
金
値
上
げ
の
要
求
に
お
い
て
も
、
「
そ
こ

に
は
人
間
と
し
て
の
最
高
原
理
へ
の
強
い
憧
憶
が
内
在
し
て
居

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
人
間
の
解
放
や
人
格
の
向
上
を
志
向
し
て

い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
「
産
業
的
解
放
か
ら
人
間
的
解
放
へ
旧
」
『
中

外
』
一
九
二
四
年
六
月
二
一
日
付
）
。

三
浦
に
と
っ
て
は
、
社
会
運
動
と
宗
教
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
「
必
要
な
こ
と
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
左
右
す
る
こ
と
で
は

な
く
し
て
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
」
（
「
仕
事
を
始
め
ろ
㈹
－
社
会

運
動
と
宗
教
」
『
中
外
』
一
九
三
二
年
二
月
二
三
日
付
）
　
で
あ
り
、
「
現

実
が
右
の
運
動
を
要
求
し
て
ゐ
る
か
左
の
運
動
を
要
求
し
て
ゐ
る

か
を
見
究
め
」
、
「
そ
し
て
そ
の
何
れ
か
ゞ
明
瞭
に
な
っ
た
以
上
、

最
早
宗
教
者
だ
っ
て
い
つ
い
つ
ま
で
も
観
念
の
象
牙
塔
に
閉
ぢ
籠

っ
て
ゐ
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
ぬ
」
と
し
た
　
（
同
上
）
。
三
浦
に
と

っ
て
、
信
仰
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
衆
と
共
に
実
践
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

部落解放研究恥1632005，4



52

五
　
≡
浦
の
国
家
神
道
理
解

三
浦
は
、
国
家
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
い
か
な
る
場
合

に
於
て
も
、
国
家
が
、
彼
自
身
の
不
完
全
さ
を
補
ふ
為
に
宗
教
を

利
用
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
ん
と
な
ら
ば
、

宗
教
は
、
宗
教
其
物
で
あ
り
、
決
し
て
国
家
の
政
治
的
手
段
の
為

に
仮
存
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
。
こ
の
見
地
に
立
ち
て
宗
教
が
国

家
か
ら
特
別
な
保
護
を
う
け
る
こ
と
も
、
亦
政
治
的
、
並
に
法
律

的
の
桂
桔
を
被
る
こ
と
も
共
に
屑
し
と
す
る
も
の
で
な
い
」

（
「
宗
教
団
体
法
案
是
非
」
『
中
外
』
一
九
二
九
年
一
月
二
二
日
付
）
　
と

い
う
よ
う
に
、
宗
教
は
、
国
家
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で

あ
り
、
従
属
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ

た
。
ま
た
、
「
宗
教
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
限
り
そ
れ
を
行
持

す
る
宗
教
者
は
決
し
て
真
実
の
宗
教
者
で
あ
り
得
な
い
」
と
も
述

べ
て
い
る
　
（
「
雑
筆
」
『
中
外
』
一
九
三
〇
年
八
月
三
一
日
付
）
。

し
か
し
、
そ
ん
な
三
浦
も
、
日
中
戟
争
が
始
ま
る
と
、

非
常
時
は
い
よ
い
よ
本
格
的
に
な
っ
た
。
否
、
本
格
的
な
ど
い
ふ

有
り
ふ
れ
た
文
字
を
使
ふ
の
も
ま
ど
ろ
し
い
ほ
ど
に
息
も
つ
か
ぬ

切
迫
さ
を
加
へ
て
来
た
。
戟
ひ
は
決
定
的
に
勝
た
な
く
て
は
な
ら

ぬ
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
不
自
由
も
困
苦
も
忍
ば
な
く
て
は
な

ら
ぬ
。
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
勝
利
と
共
に
容
易
に
企
図
し
難
い

民
族
的
な
成
長
を
遂
げ
得
る
こ
と
を
思
へ
ば
頗
る
愉
快
な
事
と
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
「
〝
此
一
戟
L
『
中
外
』
一
九
三
八
年
二
月
一
日
付
）

と
い
う
よ
う
に
変
化
す
る
。
そ
の
根
拠
を
三
浦
は
、
「
東
洋
平
和

の
た
め
に
、
引
い
て
は
世
界
平
和
の
た
め
に
」
と
言
う
　
（
「
ク
此
一

戟
L
『
中
外
』
一
九
三
人
年
二
月
八
日
付
）
。

次
に
、
三
浦
の
真
宗
信
仰
を
考
察
す
る
う
え
で
参
考
と
な
る
記

事
を
み
よ
う
。

過
日
徐
州
陥
落
の
快
報
が
あ
っ
た
翌
日
わ
た
し
の
村
で
は
氏
神
さ

ん
に
請
っ
て
黙
宿
し
た
上
提
灯
行
列
を
決
行
す
る
旨
の
ふ
れ
が
区

長
さ
ん
か
ら
廻
っ
た
。
わ
た
し
は
少
し
早
く
夕
食
を
済
ま
せ
て
こ

れ
に
参
加
し
た
が
他
の
部
落
　
（
そ
こ
に
は
所
謂
住
宅
地
が
な
い
）

は
と
て
も
多
数
参
加
し
て
ゐ
る
の
に
わ
た
し
の
居
る
住
宅
地
か
ら

は
ほ
ん
の
一
二
人
参
加
し
た
だ
け
で
ま
こ
と
に
見
窄
ら
し
さ
を
感

じ
た
。
わ
た
し
は
む
し
ろ
之
を
申
訳
な
い
こ
と
に
思
ふ
て
帰
宅
後

家
人
相
手
に
散
散
憤
慨
を
洩
ら
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
と
い
っ

て
一
々
各
戸
に
小
言
を
い
っ
て
歩
く
わ
け
に
も
行
か
な
い
の
で
そ

の
ま
ゝ
に
な
っ
て
ゐ
た
。
（
「
時
局
へ
の
関
心
と
知
識
階
級
の
態
度
」

『
中
外
』
一
九
三
人
年
五
月
二
八
日
付
）

神
祇
不
拝
を
立
場
と
す
る
、
真
宗
の
僧
侶
で
あ
る
三
浦
が
、
率

先
し
て
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
真
俗

二
諦
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
お
い
て
、
国
家
神
道
非
宗

教
論
を
批
判
す
る
と
こ
ろ
な
く
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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三
浦
は
、
中
国
と
の
戦
争
に
お
け
る
「
日
本
の
行
動
『
聖
戦
』
」

は
、
中
国
に
対
す
る
「
日
本
の
善
意
を
表
現
し
て
、
な
ほ
そ
れ
以

上
の
も
の
た
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
」
と
述
べ
る
が
、
一
向

に
具
体
化
し
、
か
つ
進
展
し
な
い
　
「
東
亜
共
同
体
」
　
の
現
実
を
打

開
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
文
化
工
作
を
提
案
す
る
。

八
紘
一
字
は
日
本
民
族
の
も
つ
精
神
文
化
の
髄
で
あ
り
、
永
遠
の

理
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
遠
な
も
の
を
た
だ
そ
れ
だ
け
と
し
て

説
く
と
き
は
神
秘
主
義
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
永
遠
な
も
の
を

裸
身
の
ま
ま
に
放
置
せ
ず
そ
れ
に
衣
を
服
せ
、
具
体
的
な
実
体
性

・
あ
る
も
の
に
育
て
上
げ
た
と
き
初
め
て
そ
れ
を
他
に
も
示
し
得
る

も
の
に
な
る
。
（
「
文
化
工
作
試
考
㈱
」
『
中
外
』
一
九
四
〇
年
六

月
一
人
日
付
）

こ
こ
で
、
三
浦
の
国
家
神
道
理
解
や
宗
教
観
を
考
え
る
た
め
に
、

仏
教
と
国
家
の
一
般
的
な
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

い
っ
ぱ
ん
に
、
仏
教
と
国
家
の
関
係
は
、
対
立
・
緊
張
の
そ
れ
で

あ
る
。
国
家
は
常
に
反
仏
教
的
で
あ
り
、
排
仏
的
で
あ
っ
た
。
仏

教
が
普
遍
宗
教
と
し
て
の
本
来
的
立
場
を
失
っ
て
、
完
全
に
支
配

の
道
具
に
な
り
さ
が
る
ま
で
に
変
質
し
な
い
か
ぎ
り
、
国
家
が
ど

の
よ
う
な
形
態
を
と
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
人
間
に
よ
る
人
間
の
支

配
機
構
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
仏
教
は
国
家
と
基
本
的
・
原
理
的
に

緊
張
関
係
に
立
つ
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の

緊
張
関
係
の
弛
緩
な
い
し
そ
の
自
覚
の
喪
失
が
、
と
り
も
な
お
さ

ず
仏
教
の
体
制
化
あ
る
い
は
民
族
宗
教
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
福
嶋
寛
隆
「
近
代
天
皇
制
国
家
の
成
立
と
信
教
自
由
論
の
展
開
」

『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
二
巻
、
本
願
寺
出
版
協
会
、
一
九
七
三
年
）

「
八
紘
一
宇
は
日
本
民
族
の
も
つ
精
神
文
化
の
髄
」
と
言
う
三

浦
の
こ
の
時
点
で
の
真
宗
信
仰
は
、
真
宗
と
も
仏
教
と
も
縁
遠
い
、

民
族
宗
教
化
し
た
信
仰
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
民
族
宗
教

と
は
何
か
。
二
葉
憲
香
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
民
族
宗
教
は
－
引
用
者
）
　
仏
教
の
根
本
的
立
場
で
あ
る
自
我
否

定
の
立
場
は
知
ら
な
い
。
自
我
と
神
と
を
肯
定
し
て
自
我
の
追
求

充
足
を
神
に
祈
願
す
る
の
が
そ
の
根
本
的
性
格
で
あ
る
。
従
っ
て

そ
れ
は
、
呪
術
的
で
あ
り
、
国
家
の
自
我
追
求
の
立
場
を
容
易
に

肯
定
し
、
自
我
否
定
の
道
を
知
ら
ぬ
こ
と
か
ら
自
己
の
立
場
を
容

易
に
賢
・
善
な
る
も
の
と
し
、
徹
底
■
し
た
自
己
省
察
を
持
た
な
い
。

従
っ
て
そ
こ
で
は
世
俗
的
な
権
威
と
宗
教
的
な
権
威
と
は
し
ば
し

ば
混
同
せ
ら
れ
て
権
力
は
宗
教
的
に
絶
対
化
さ
れ
る
傾
向
を
持

つ
。
（
二
葉
憲
香
『
親
鸞
の
研
究
』
　
百
華
苑
、
一
九
六
二
年
）

ま
た
、
信
教
、
良
心
な
ど
の
個
人
の
内
面
的
な
自
由
、
さ
ら
に

は
人
間
の
尊
厳
や
平
等
は
「
外
面
的
制
度
と
宗
教
の
絶
対
的
な
分

離
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
十
全
に
保
障
さ
れ
る
」
　
（
高
石
史
人
「
渡
辺

海
旭
に
お
け
る
国
家
と
仏
教
」
　
二
葉
憲
香
編
『
国
家
と
仏
教
』
　
近
世
・

近
代
編
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
〇
年
）
　
な
ら
ば
、
逆
に
言
え
ば
祭

政
一
致
の
体
制
の
も
と
で
は
そ
れ
ら
は
保
障
さ
れ
な
い
。
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そ
れ
で
は
、
国
家
神
道
を
批
判
で
き
な
か
っ
た
三
浦
の
真
宗
信

仰
の
内
実
は
、
如
何
な
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

真
宗
信
仰
と
矛
盾
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
美
俗
二
諦
に
代
表
さ
れ

る
真
宗
信
仰
の
変
質
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
を
考
察
す
る
た
め
に
、
近
代
の
真
宗
教
義
を
決
定
し
た
明
治
四

年
の
広
如
の
　
「
消
息
」
を
長
い
引
用
に
な
る
が
取
り
上
げ
た
い
。

夫
、
皇
国
に
生
を
う
け
し
も
の
、
皇
恩
を
蒙
ら
ざ
る
は
あ
ら
ず
。

殊
に
方
今
維
新
の
良
政
を
し
き
給
ひ
、
内
億
兆
を
保
安
し
、
外
万

国
に
対
時
せ
ん
と
、
夙
夜
に
叡
慮
を
労
し
給
へ
ば
、
道
に
ま
れ
俗

に
ま
れ
、
た
れ
か
王
化
を
た
す
け
、
皇
威
を
輝
し
奉
ら
ざ
る
べ
け

ん
や
。
況
や
仏
法
の
世
に
弘
通
す
る
こ
と
、
偏
に
国
王
・
大
臣
の

護
持
に
よ
り
候
へ
ば
、
仏
法
を
信
ず
る
輩
い
か
で
か
王
法
の
禁
令

を
忽
賭
せ
む
や
。
是
に
よ
り
て
わ
が
宗
に
お
ひ
て
は
王
法
を
本
と

し
仁
義
を
先
と
し
、
神
明
を
う
や
ま
ひ
人
倫
を
守
る
べ
き
よ
し
、

か
ね
て
さ
だ
め
お
か
る
ゝ
所
な
り
。
（
中
略
）
　
さ
れ
ば
祖
師
上
人

は
「
世
の
中
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
　
（
鯛
讐
　
と
お
も
ふ
べ

き
よ
し
、
示
し
給
へ
り
。
し
か
る
を
、
仏
教
だ
に
信
ず
れ
ば
、
世

教
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
な
ど
心
膚
ま
ど
へ
る
は
、
悲
し
か
る
べ
き

こ
と
な
り
。
是
に
よ
り
て
中
興
上
人
　
（
榊
㌫
）
　
も
「
王
法
を
ひ
た

い
に
あ
て
、
仏
法
を
内
心
に
た
く
は
へ
よ
」
と
教
へ
給
へ
り
。
其

仏
法
と
い
う
は
弘
願
他
力
の
一
法
に
し
て
、
兼
々
聴
聞
の
通
り
、

ま
づ
わ
が
身
は
わ
ろ
き
い
た
ず
ら
も
の
な
り
と
お
も
ひ
つ
め
て
、

も
ろ
〈
の
雑
行
雑
修
、
自
力
疑
心
を
す
て
は
な
れ
、
丁
心
一
向

に
阿
弥
陀
如
来
後
生
御
た
す
け
侯
へ
と
た
の
み
奉
る
一
念
に
、
弥

陀
は
か
な
ら
ず
其
行
者
を
摂
取
し
て
す
て
給
は
ず
、
我
等
が
往
生

は
は
や
治
定
し
侍
る
な
り
。
こ
の
う
れ
し
さ
を
お
も
ひ
出
で
ゝ
は
、

造
次
に
も
顛
柿
に
も
仏
恩
を
よ
ろ
こ
び
、
行
住
坐
臥
に
称
名
を
と

な
へ
、
如
実
に
法
義
相
続
せ
ら
る
べ
く
候
。
希
く
は
一
流
の
道
俗
、

上
に
申
す
と
こ
ろ
の
相
承
の
正
意
を
決
得
し
、
真
俗
二
諦
の
法
義

を
あ
や
ま
ら
ず
、
現
生
に
は
皇
国
の
忠
良
と
な
り
、
岡
極
の
朝
恩

に
酬
ひ
、
来
世
に
は
西
方
の
往
生
を
と
げ
、
永
劫
の
苦
難
を
ま
ぬ

か
る
ゝ
身
と
な
ら
れ
侯
や
う
、
和
合
を
本
と
し
自
行
化
他
せ
ら
れ

候
は
ゞ
、
開
山
聖
人
の
法
流
に
浴
せ
る
所
詮
此
う
へ
は
あ
る
ま
じ

く
侯
（
真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
編
『
真
宗
聖
教
全
書
』
　
五
、
大
八

木
輿
文
堂
、
一
九
四
一
年
）

三
浦
は
、
宗
教
者
に
実
践
の
不
可
欠
な
る
こ
と
を
訴
え
続
け
た

が
、
「
信
仰
の
立
場
か
ら
の
現
実
の
歴
史
に
向
う
非
俗
的
実
践
は
」

（
二
葉
前
掲
書
）
　
は
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
信
仰
の
立
場
か
ら

の
意
義
付
け
が
う
か
が
え
な
い
の
で
あ
る
。

国
家
と
宗
教
の
分
離
が
近
代
国
家
成
立
の
前
提
で
あ
る
な
ら

ば
、
「
近
代
天
皇
制
国
家
の
内
面
収
奪
装
置
と
し
て
の
国
家
神
道
」

（
福
嶋
前
掲
論
文
）
体
制
が
存
在
し
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
に
対
す
る
自
覚
や
緊
張
関
係
が
な
け
れ
ば
、
個
人
の
尊
厳
や
平

等
は
確
立
し
な
い
。
国
家
神
道
を
信
仰
の
上
で
批
判
で
き
な
か
っ
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た
三
浦
の
真
宗
信
仰
は
、
真
諦
＝
仏
法
、
俗
諦
＝
「
東
亜
共
同
体
」

建
設
と
す
る
真
俗
二
諦
と
し
て
の
信
仰
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

～
つ
0

お
わ
り
に

三
浦
の
中
で
終
始
三
貝
し
て
い
た
の
は
、
既
成
教
団
に
対
す
る

批
判
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
否
定
で
は
な
く
、
宗
教
を
ふ
ま

え
た
上
で
の
人
間
解
放
の
主
張
で
あ
っ
た
。
三
浦
の
思
想
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
と
の
宗
教
論
争
に
お
い
て
一
層
明
確
と
な
っ
た
。
マ

ル
ク
ス
主
義
の
側
が
い
う
「
宗
教
は
ア
ヘ
ン
で
あ
る
」
と
い
う
教

条
主
義
的
な
主
張
に
対
し
て
、
宗
教
本
来
の
立
場
を
述
べ
、
宗
教

を
「
ア
ヘ
ン
」
と
し
て
い
る
も
の
こ
そ
批
判
さ
れ
る
べ
き
と
し
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
三
浦
は
、
宗
教
家
の
実
践
を
説
い
た
。
し
か

し
、
実
践
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
宗
教
家
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と

で
あ
る
の
か
、
説
得
的
に
語
る
と
い
う
営
み
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
中
戟
争
が
始
ま
る
と
、
三
浦
の
発
言
は
国
家
の
政
策
と
一
体

化
し
て
い
く
。

か
つ
て
三
浦
は
、
親
鸞
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
者
が
国
家
か
ら

迫
害
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
先
達
は
、
護
国
宗
教
で
は
な
く
、

国
家
を
相
対
化
し
、
仏
教
の
本
来
の
在
り
よ
う
を
主
張
し
た
が
た

め
に
迫
害
を
受
け
た
と
し
、
ま
た
、
自
我
の
否
定
を
説
き
、
仏
教

本
来
の
姿
に
立
ち
得
た
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
三
浦
が
、
や
が
て

神
祇
崇
拝
を
肯
定
し
、
国
策
に
追
随
す
る
民
族
宗
教
的
立
場
へ
と

変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
莫
俗
二
諦
と

し
て
示
さ
れ
る
真
宗
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

三
浦
の
既
成
教
団
に
対
す
る
批
判
や
小
作
争
議
に
お
け
る
小
作

人
擁
護
な
ど
は
、
結
果
と
し
て
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

極
め
て
常
識
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
三
浦
に
は
、
批

判
を
成
立
さ
せ
る
親
鸞
理
解
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
鸞
に

近
づ
い
た
三
浦
で
は
あ
っ
た
が
、
本
格
的
な
親
鸞
理
解
に
は
い
た

ら
ず
に
、
結
果
に
お
い
て
宗
教
的
立
場
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
一
致

を
説
く
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
問
題
を
か
か
え
て
は
い
た
が
、
三
浦
の
発
言
は
大
き

な
意
味
を
待
っ
た
。
そ
こ
に
横
た
わ
る
限
界
と
共
に
、
彼
の
活
動

の
跡
は
さ
ら
に
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

付
記
　
本
稿
は
、
第
一
回
原
田
伴
彦
部
落
史
研
究
奨
励
金
に
よ
る
研
究

の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、

目
下
、
三
浦
参
玄
洞
論
説
集
の
刊
行
を
め
ざ
し
て
準
備
中
で
あ
る
。
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